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研究成果の概要（和文）：本研究では，大人数の地域在住高齢者を対象に，調査から得られた縦断データを用い
て欠損部位やパターンの変化について検討した結果，定期健診の間隔，咬合支持状態，臼歯，歯周ポケット深
さ，齲蝕，修復・補綴状態，隣在歯の欠損，対合歯の存在，義歯の使用が，歯の喪失との間に有意な関連を示し
た．また，臼歯部の咬合支持がすべて喪失した者は，6年後の前歯部喪失のリスクが高いことが示された．

研究成果の概要（英文）：In this study,  changes in defect sites and patterns were examined using 
longitudinal data obtained from a large number of community-dwelling elderly. As the results, 
interval of regular maintenance, occlusal supports, molar, periodontal pocket depth, caries, 
restoration / prosthetic condition, missing adjacent teeth, presence of opposite teeth, and use of 
dentures showed significant associations with tooth loss. Additionally, it was shown that those who 
had no occlusal support of the molars were at high risk of loss of the anterior teeth after 6 years.

研究分野： 高齢者

キーワード： 歯の欠損パターン　疫学調査　長期縦断研究　歯の喪失

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
大規模疫学調査による分析結果より，歯の欠損の拡大に対して，臼歯部の咬合支持が強く関連していることが示
された．このことは，予防歯学を実施する上で重要な示唆を与えるものと考えられる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
同じ残存歯数であっても，歯科補綴治療後に得られる口腔機能や満足度，あるいはその後の新

たな欠損の生じやすさが異なる症例は臨床上よく経験される．それらの原因として，残存歯の歯
周状態の他に，咬合支持や欠損の部位や，対合歯との咬合の情報を加えた欠損パターンの影響が
考えられるが，その影響の程度について十分な検討は行われていない．また，欠損パターンは，
長い時間経過の中では欠損歯数の増加に伴い変化すると考えられる．しかしながら，補綴治療後
にどの程度の期間で新たな欠損が生じ，パターンがどのように推移するかについては明らかに
されておらず，一定の知見を示すことは歯科医学にとって非常に意義の大きいことであると考
えられる． 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，大人数の地域在住高齢者を対象に，調査から得られた縦断データを用いて欠損部

位やパターンの変化について検討するとともに，欠損パターンと口腔機能，QOL や全身状態と
の関連を検討することを目的としている． 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究では先述の SONIC 研究ですでに調査を終了している対象者の 70 歳から 90 歳までの各

年齢群のデータに加えて，新たな調査を行う．新規調査対象者は住民基本台帳から無作為抽出し，
研究の趣旨を理解し，同意の得られた兵庫県伊丹市と朝来市，東京都板橋区，西多摩郡在住の地
域在住高齢者とする．本研究期間には主に 79 歳群，89 歳群の高齢者およそ 1500 名を調査対象
者とする．調査項目は，歯科医師による口腔内の詳細な検査，咬合力や咀嚼能率といった口腔機
能に関する検査に加えて，栄養摂取状態や認知機能，運動機能，全身の健康状態に関わる項目と
している．得られた各データについて，データベースを構築後，多変量解析により，欠損パター
ンと口腔機能，QOL や全身状態との関連を検討する． 
 
 
４．研究成果 
 
6 年間のコホート調査に参加した 70 歳ならびに 80 歳の地域在住高齢者 1146 名のうち，ベー

スライン時に残存歯数が 0 本であった 220 名，データに欠損値を有していた 114 名を除外した
812 名を対象に，歯の喪失の有無を目的変数とした一般化線形混合モデルによるロジスティック
回帰分析を行った．その結果，定期健診の間隔，咬合支持状態が，歯レベルの因子では，臼歯，
歯周ポケット深さ，齲蝕，修復・補綴状態，隣在歯の欠損，対合歯の存在，義歯の使用が，歯の
喪失との間に有意な関連を示した．本研究結果を基とした報告”Predictive factors for tooth 
loss in older adults vary according to 
occlusal support: A 6-year longitudinal 
survey from the SONIC study”は，国際雑誌
である Journal of Dentistry にアクセプトさ
れた． 
また，70歳ならびに 80歳の地域在住高齢者

922 名のうち，ベースライン時に前歯部の咬合
接触を 1 か所以上有していた 740 名（男性 377
名，女性 363 名）を対象に，歯の欠損拡大にお
ける臼歯部咬合支持の影響について検討した
（表 1）．対象者を，ベースライン時の臼歯部
咬合支持域（OSZ）の数に基づき，5 つの群に
分類し，6年後の前歯部の咬合接触の喪失を目
的変数として多変量解析を行った．ロジステ
ィック回帰分析の結果，OSZ-0 群（オッズ比
［OR］=69.78，p<0.01）が有意な変数として示
された．一方で，OSZ-1 群（OR=10.04，p=0.07），
OSZ-2群（OR=8.04，p=0.09），OSZ-3群（OR=5.62，
p=0.17）では有意な関連は認められなかった
（表 2）． 
 



本研究の結果より，最大歯周ポケット深さや喫煙，咬合力といった要因を調整したうえで，臼
歯部咬合支持の喪失は，6年後の前歯部咬合接触の喪失に有意な関連があることが示された． 
 これは，臼歯部咬合支持が喪失することで，前歯部への咬合負担が増加し，喪失のリスクが

高まったと考えられる．すなわち，臼歯部の咬合支持の維持は，前歯部への欠損拡大を防ぐ有効
な方法であることが示唆された． 
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